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小 学校にお け るマ ル チ プル ・イ ン テ リジェ ン ス の 活 用　 2

　　○新出早苗

NITTA ，　 Sanae

京都府南丹市立園部小学校

1　 は じめに
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NiSlMURA ，　 Sinsaku

　 大阪府大東市立谷川中学校
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　 近年、団塊 IU：代の 教員の 大量退職 に伴 い 、2

0 代 の 若 い 教員が学校現場 に入 っ て きて い る 。

若い 世代教員が入 る こ とで現場が若返 り活気

づ くとい う良い 点 もあ るが、大量 の ベ テ ラ ン の

教 員が急激 に退職 す る と い うこ とで今 まで の

教育実践 が十分に継 承 されて い な い とい う問

題 が ある 。

2 「MI 」 を実践する背景

　 教師か らの
一

方的な知 識伝達の 授 業を受 け

て い た児 童 は受 け身で 学 習意欲 が低 い こ とが

多い 。

　変動社会 へ 移行 した現在状況 は
一
変 した 。 誰

もが情報社会の 中で 知識 が用 意 に 得 られ るよ

うに な り、知識その もの をた くさん知 っ て い て

もその知 識をもとに何か を創造 し、どの よ うに

課題を解決 し て い くか と い うこ と に 価値が お

かれ て い る。教 育現 場 も こ の現 実 を直視 し、場

当 た り的な指導 をするの で はな くどの 教師が

実践 して も児 童一
人 ひ と りにあ っ た指導捉え

方がで きる一
つ の 試み と して マ ル チ プル イ ン

テ リジ ェ ン ス MI の 以 下 実践を行 っ た 。

3 　MI に つ いて

（1 ）M1 理論とは 1980 年代 、　 H ．ガー ド

ナ
ーが提唱 し た 「多重 知能理論」 で ある 。 『人

間 の知能 とい うもの は、単一
で は な く、比較的

独立 した さまざまな知 能能力か らで きて い る』

とい う考 えで ある。

　 人の能 力は脳科学的観 点か ら以 下 8 つ に 分

ける こ とがで きる と い うもの で ある 。

  身体 ・運動能力

  空間的認識能力

  論理 ・数学能力

  言語能力

  人 間関係形 成能力

  自己観察 ・省察能 力

  音感能力

  自然を認識する力

　　　　　村上忠幸

MURAKAMI ，　 Tadayuk

　　　　京都教育大学

とで可視化 （村上 、2012）で きる。表 1 に示 す

の が 、小学校 向けの チ ェ ックシー トの
一

部で あ

る 。

表 1　 論理数学的能力に つ い て

口

口

口

口

口

口

口

口

「なぜ」 とい う質問 を よ くする 。

数字を使 っ た遊び が好きだ。

算数 の 授業が好 きだ。

　コ ン ピ ュ
ータ ゲーム が好 きだ。

将棋や五 目な らべ な ど頭 を使 う遊び が

好 きだ 。

実験 し た り、試 し た りす る こ とが 好き

だ 。

理科 の 授業に興味が ある。

共通点を見つ け出すこ とが好きだ。
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（2 ） MI の 可視化 （レ
ー

ダ
ー

チ ャ
ー

ト化）

　方法は MI の チ ェ ッ ク シ
ー

トに チ ェ ッ ク を

入れ、8 つ の 能力それぞれの ス コ ア （チ ェ ッ ク

数）をだす 。 それ を レ
ーダー

チ ャ
ー

ト化す る こ

4　探究授業 「チ ョ ウチ ョ の産卵」 での実践

●小学校 3 年生で の 実践

　日時 ： 平成 25 年 7 月 11 日 （木） 4 校時

　場所 ： 南丹 市立 園部小学校

（1）MI 調査

（2）Ml プ ロ フ ァ イ ル に よ る班分け

（3）担任 の 児童 （個別） の み と り調査

（4）MI に よ るチーム 学習 の 有効性 の 検討

　　探究学習 「科学ク ラブ」 の 実践

●小 学校 4 〜 6 年生 で の 実 践

　 日時 ： 平成 25 年 11 月 5 日　（火）

　対象 ：南丹市立園部小 学校 4 〜 6 年生 20 名

5 　 おわ りに

　子 ど も の 可 能性 を広 く捉え る
一

つ の 手法 と

して MI の可 能性 を探 っ て い きたい 。
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